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1 はじめに
デジタルアーカイブを利用する際，閲覧した

い特定の歴史資料がなく，ブラウジングして
興味のある資料を探索する場合がある．この場
合，公開されている資料の全容を把握できてい
ると，興味のある資料の発見が容易になる．し
かし，膨大な資料が公開されていると，カテゴ
リやタグといった方法では大まかにしか絞り込
めない場合がある．その場合，何回もページを
遷移し，資料をブラウジングする必要があり，
興味のある資料を発見することは容易ではな
い．そこで本研究では，デジタルアーカイブに
おいて公開されている資料の全容の把握を容易
にし，興味のある資料の発見を支援するシステ
ムを構築する．類似資料を集約し，代表資料群
として最初に提示することで，資料の全容を大
まかに把握可能にする．そして，提示した代表
資料から興味のあるものを選択すると，選択し
た資料と画像が類似する資料群，および選択し
た資料とタイトルが類似する資料群の一覧を提
示する．

2 関連研究
画像資料を類似性によって分類し可視化する

関連研究として，佐藤がニューラルネットワー
クを用いて類似性のある画像資料を近接するよ
う可視化するシステムを構築している [1]．こ
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のシステムでは，畳み込みニューラルネット
ワーク Inception-v3 [2] の識別層の手前にある
第３プーリング層からの出力を，画像の特徴ベ
クトルとして抽出している．そして，抽出した
特徴ベクトルを自己組織化マップで学習し，類
似性のある画像資料が近くに配置されるよう
に可視化を行っている．自己組織化マップと
は，高次元データを任意の低次元空間（主に二
次元）に写像するニューラルネットワークであ
る．本研究では，同様の手法を用いて画像の特
徴ベクトルの抽出および可視化を行う．

3 歴史資料探索支援システム
公開されている資料数が膨大な場合，全容の

把握を容易にするためには，先に資料の全容を
大まかに把握し，そこから段階的に資料を探索
することが有効であると考えられる．そこで本
研究では，最初に代表資料群を一覧で提示し，
いずれかの資料を選択すると，選択した資料と
画像が類似する資料群，および選択した資料と
タイトルが類似する資料群へと段階的に探索す
るシステムを構築する．
本システムでは，2と同様の手法により，資

料の画像間の類似度の算出，および類似度の高
い画像を持つ資料が近接するような配置を行
う．これにより，似た特徴を持つ資料の把握を
容易にする．しかし，画像の類似性によって配
置するだけでは，画像間の類似性はないが関連
がある資料が遠方に配置されることがある．そ
こで，選択された資料を基準に，資料に付与さ
れたメタデータの類似性に基づく配置に並び替
え可能にすることで，関連する資料の把握も容
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易にする．本研究では，メタデータのうち資料
の内容を端的に表しているタイトルを用いる．
詳細は 3.1節で示す．
段階的に探索可能にするために，画像の類似

性に基づく配置から，代表資料群を選出する．
そして，最初に代表資料群を提示し，そこから
類似資料へと探索可能にする．代表資料の選出
手法の詳細は 3.2で，提示手法は 3.3で示す．
3.1 タイトル間の類似性に基づく配置
資料のタイトルに対して形態素解析を行い，

名詞を抽出する．抽出した名詞から，Word2Vec

の学習済みモデルである日本語Wikipediaエン
ティティベクトル [3]を用いてベクトル表現を
獲得し，タイトルの特徴ベクトルとする．1つ
の資料タイトルから複数の名詞が抽出される場
合は，抽出した名詞のベクトル表現の積を句ベ
クトルとし [4]，タイトルの特徴ベクトルとす
る．そして，各タイトル間のコサイン類似度を
計算し，選択された資料を中心に類似度が高い
資料から順に螺旋状に配置する．
3.2 代表資料の選出
資料の全容を大まかに把握可能にするため

に，代表資料群を選出する．選出手法として，
まず，前述した画像の類似性に基づく配置結果
を 3× 3の格子に分割し，格子内に含まれる画
像の特徴ベクトルの平均ベクトルを算出する．
そして，格子内において平均ベクトルに最も近
い特徴ベクトルの画像を持つ資料を，格子内の
代表資料として選出する．
3.3 ユーザへの提示
資料の全容を大まかに把握可能にするため

に，3.2で選出した代表資料を提示する（図 1）．
いずれかの資料が選択されると，資料の詳細説
明と，画像の類似性による配置結果を基に選択
した資料が中心となるよう配置した画面を提示
する（図 2）．また，3.1の結果を基に，資料の
配置をタイトルの類似性による配置に並び替え
可能にする．これらより，似た特徴を持つ資料
の探索を支援する．

図 1 代表資料提示画面

図 2 類似画像の資料の提示と資料の説明画面

4 まとめ
本稿では，デジタルアーカイブにおける歴史

資料の探索を支援するシステムを提案した．今
後は，既存システムとの比較実験を行い，本シ
ステムの有用性を評価する．
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